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1200の場合､120 0 (内)側と､残りの240 0 (外)側がある｡
600の場合｣60 0 (内)側と､残りの3000(外)側がある｡
この時､外側には何も変化が生まれないが､内側のセルは次々とStatuslの状態へ
と変化し､そして伝搬する｡これを ｢内側への成長｣と呼ぶ｡(Fig.11及びFig,12
参照)
≡二コ :コ
_A.A_▲一･ :
Fig.11内側への成長(60 0 )
野 l l
Fig.12内側への成長(1200)
conwayの場合も900で2線分が触れ合う場合､90 0 (内)側と､残りの2700
(外)側がある｡但し成長は内側と外側の両側へ起こってしまう｡膜として認識され
得る事象は現れない｡
つまり､
l:この ｢内側への成長｣により､膜の内部が仮に状態statusoのセルが多くとも
膜そのものによって状態statuslのセルが増やされる｡
2:膜の定理1.より､膜の内部情報が膜の外部へと伝搬しないので､膜の外部
はコロニーに呑み込まれない限り､新しい状態へと変化する事が出来ない｡
3:膜の定理2.より､膜はそれ自身では壊れない｡
この3つの理由により､全セルフイールドでルールは等価であるにも関わらず必然
的に2状態を生み出す結果となった｡
コロニーの成長に関して
何故コロニーを構成する膜はFi9.9の多角形の形を取るまで外側へと向かって成長
するのだろうか?多角形で無い場合､それは多角形の一部が欠けたものだと考察す
る(Fig.13参照)｡その場合､多角形を構成している部分は膜で覆われているために
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外側へと変化を起こさないが､まだ多角形となっていないコロニー表面の欠けた部
分のは実際には外側と層鼓されるにもかかわらず､微小な内側でもあLJ､従って
Fi9.11､12のような内側への成長が発生する｡そしてその微小部分が3線分成分の
いずれかとなった瞬間に､膜の定理が用いられ内側への成長が停止する｡
Fig.13外部への内側の成長
アルゴリズムの認識について
JNYルールには､1つの視座から決定したルールで在るにも関わらず､そこから
斗き出される幾つかの異なる次元のルールも存在する｡JNYル-ルは非常にミクロ
な隣接セル間の簡単なルールに過ぎないが､そのセルの初期配置状態､(今回の報告
には含まれていないが)隣接ルールによって､様々な振る舞いを示した｡勿論これは
Conwayルールにも該当する｡
しかしながら､JNYルールはFig.9の多角形等､幾何学的な判断を顕著に行う｡正
確に表現すると､判断を行っているのでは無く､判断を行っているように人間が自
らの価値基準で観測するのである｡シミュレート側の底辺には､単に単純なアルゴ
リズムが横たわっているだけである｡時局､今回は微小な関係がルール上必然的に
相互作用し､線分の産み出す角度からそこが内部か外部かを判断しコロニーを形成
したと感じられる結果となった｡これは人間が行う判断とは異なるタイプの処理で
あると思われる｡そしてその処理を簡単なアルゴリズムとして書き下すことに成功
した｡
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